
地元を少しでも、安全で暮らし易くするために・・・。

2023年2月18日

（構成）
自治会：北の台第二、北の台第四、香風、

栄、さつき会、深大寺東、
深大寺東第一、野ケ谷第二団地

団体：なかま・町づくり、タスクネット東京
野ケ谷通りを考える会、エンピツ広場
住みやすい野ケ谷の会

奥深大寺（調布市北部）地域活動

「ふじみ地区自治会等連合会」

連合会は環境、安全、福祉、地域交流をテーマに活動しています。

https://fujimi-jichi-rengo.jimdofree.com/

古紙禁忌品について学ぶ （ふじみ交流プラザ）

日時：1月21日（土）13時30分
場所：ふじみ交流プラザ集会室
説明：むさしの紙業㈱

調布市環境部ごみ対策課

参加：15名

古紙収集の現場から、数々の課題を教えて頂く機会となりました。（継続テーマ）
・現在古紙は過剰気味で価格が低迷していて、適切な分別
がなされないと引き取り手がなくなる。
・古紙として一括してはいるが、現実は段ボールとそれ以外
に分けて1日2回の回収をしている。
段ボール、新聞・雑誌、その他雑紙の3種に分けて出して
もらえると有難い。
・紙ごみをガムテープで縛るのは異物混入になり、止めて
いただきたい。
・紙以外の異物（プラ、箔、布、不織布等）のラミネートされ
たものは回収できない。
・紙には和紙と洋紙があり、和紙（習字半紙等）は古紙回収
の対象では無く、洋紙のみが対象としている。
（注意が必要）
・印刷用インクのついたものは回収対象であり、最近光沢の
優れた印刷物があるがこれもOKである。
（判断が難しいという会場意見あり）
・鞄等のクッション紙は感熱転写紙の廃紙を再利用したもの
があり、これは回収できない。
（クッション紙は全て回収対象から外している。）

小型充電式電池に注意！

家電等に内蔵されている（特に
リチウム電池）の廃棄処置につ
いて説明あり、この電池は異常
な力が加わると発火し、運搬車
両やごみ回収現場において火
災が頻繁に発生、回収作業に
支障をきたしている。
通常のごみ回収車では回収で
きないので、市役所及びクリー
ンセンター専用ボックスに投入
するか、家電店に持ち込んで欲
しいとの要請です。
（事務局注：
ブランチ調布デンキチでOK）

気掛かりな地域課題！

①巡回公共交通
市では2回目の地域アンケートを集約中。集計結果とこれまでの地域要望
に基づく来期以降の計画つくりがまとまり次第、住民に説明会を実施する
としています。来期からは有料化を基本とし、ルート、運行（デマンド交通
を含む）についても検討範囲としています。

②JAXA沿い三鷹通り歩道の拡幅
JAXA新研究棟建設計画のその後の進展がない事から、当方よりこの計画に伴う地域公共貢献
として提案していた三鷹通りの歩道拡幅（要望）について、見直しが必要と思われる事から改め
て市に協議申し入れを行う予定です。



https://fujimi-jichi-rengo.jimdofree.com/

社協ひだまりサロン なかま・町づくり活動実績（2022年）

・活動日：月曜（隔週）、水曜日（毎週）
ただし雨天時は中止します。

・活動54回：延べ224人の参加
・活動内容：手芸、おしゃべり

有機フッ素化合物の健康危険性

自転車ヘルメットの着用、4月から義務化

なかま・町づくり　活動記録（2022年）　

活動 回数 参加人数 記事

1月 4 16

2月 3 9

3月 6 24

4月 4 22

5月 4 14

6月 4 19

7月 3 15 CDCデジタルラボ

8月 猛暑の為、休み

9月 11 34 21～30：交通安全

10月 5 28 ふじみまつり作品つくり

11月 6 29 ふじみまつり、反省会

12月 4 14

54 224

おひな様のプレゼント
3月には日頃の参加者
を対象にお渡しする
機会も。！

東京都内の交通事故の発生件数は過去20年余り減少傾向ですが、自転車が関係する
事故は高止まりが続いていて、2021年は1万2000件余りと5年前より1600件余り増加し、
全体に占める割合は増え続けています。（警視庁）

改正後の【自転車の運転者等の遵守事項】
１ 自転車の運転者は、乗車用ヘルメットをかぶるよう努めなければならない。
２ 自転車の運転者は、他人を当該自転車に乗車させるときは、当該他人に
乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。

３ 児童又は幼児を保護する責任のある者は、児童又は幼児が自転車を運転するときは、当該
児童又は幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。

野ケ谷通り通学路の安全性確保を陳情（12月市議会）求める

毎朝、通学路で交通ボランティアを行うなど安全見守りを行っている方々が話合
い、現状の危なさと安全対策を求めて市議会に陳情を出した結果、採択（全会
一致）を受けました。
野ケ谷通り通学路だけでなく、他にも積極的な対策が必要とされるも種々の地
域課題から効果的な対策に結びついていない所が多いものと想定。

＊12月議会では陳情4件提出され、本件のみが採択される。
＊野ケ谷団地西交差点で警察官の安全指導2回実施される。
＊野ケ谷通りにイメージハンプの緊急処置が予定されました。

最近マスコミ等で多摩地域の有機フッ素化合物による地下水汚染が騒がれており、調布
市においても暫定的な目標値を超える地点のあることが確認されています。

この化合物は多くの工業製品工程で使用され、人体に入ると大腸炎や腎臓がんを発症すると言われて
います。今のところ水道水を使用する限り問題はないようですが、将来地下水から植物に取り込まれ、こ
れを餌とする動物の体内に移動し、野菜、卵、肉などから人体に取り込まれる恐れもあります。今後の動
向に注視してゆきます。

＊用途：半導体工業、金属メッキ、フォトマスク（半導体、液晶ディスプレイ）、写真工業、泡消火剤
繊維、医療、電子基板、自動車、食品包装紙、石材、フローリング、皮革、防護服
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